
橋
本
◉
森
林
総
合
研
究
所
で
も
、
炭
素
循
環
を
中

心
に
気
候
変
動
と
森
林
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ

ロ
ー
チ
で
研
究
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

私
が
主
に
研
究
し
て
い
る
の
は
森
林
土
壌
で
す
。
森

林
と
い
う
と
ど
う
し
て
も
み
な
さ
ん
木
を
中
心
に
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
で
す
が
、
じ
つ
は
土
壌
に
も
た
く

さ
ん
の
炭
素
が
貯
ま
っ
て
い
ま
す
。
地
球
規
模
で
見

る
と
、
大
気
や
植
生
の
２
〜
３
倍
の
炭
素
が
地
表
の

土
壌
に
あ
り
ま
す
。
最
近
、
力
を
入
れ
て
調
査
し
て

い
る
の
は
、
そ
の
土
壌
と
メ
タ
ン
の
関
係
で
す
。

田
邉
◉
メ
タ
ン
は
最
近
特
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す

ね
。
昨
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
も「
グ
ロ
ー
バ
ル・メ
タ
ン・

プ
レ
ッ
ジ
＊
」
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

橋
本
◉
は
い
、
第
２
の
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
メ
タ

ン
に
全
世
界
で
協
力
し
て
対
処
し
て
い
こ
う
と
い
う

動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
が
、
じ
つ
は
森
林
土
壌
で

は
、
微
生
物
が
大
気
中
の
メ
タ
ン
を
吸
収
し
て
い
る

ん
で
す
。
地
球
全
体
で
見
る
と
湿
地
か
ら
大
量
に
放

出
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
吸
収
も
大
切
な
機
能
で
、

い
ま
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

田
邉
◉
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
＊
で
も
土
壌
に
よ
る
メ
タ
ン
の
吸

収
は
、
常
々
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
計
上
す
べ
き

だ
と
い
う
意
見
が
あ
る
の
で
す
が
、
基
礎
デ
ー
タ
が

ま
だ
少
な
く
、
各
国
で
使
う
計
算
方
法
に
は
入
れ
ら

れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
橋
本
さ
ん
の
研
究
が
進
め

ば
、
そ
の
う
ち
入
る
で
し
ょ
う
。

橋
本
◉
田
邉
さ
ん
は
、
長
ら
く
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
に
関
す
る
計
算
手
法
に
つ
い
て
評
価
す

る
部
門
の
共
同
議
長
を
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、世
界
各
国
か
ら
の
意
見
を
集
約・調
整
す
る
の
は
、

相
当
に
苦
労
も
多
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

田
邉
◉
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
報
道
で
も
意
外

Forestry & Forest Products Research Institute 	 No.59   2022

C O N T E N T S

表紙写真

iStock / Brastock Images 

C O N T E N T S

　季刊「森林総研」2022（令和 4）年 12 月 16 日発行

編集◉国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所 広報誌編集委員会

発行◉国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所 企画部広報普及科

〒 305-8687　茨城県つくば市松の里１番地　TEL.029-829-8373  FAX.029-873-0844

URL https://www.ffpri.affrc.go.jp/ffpri.html

企画制作・デザイン◉栗山淳編集室

印刷◉昭栄印刷株式会社

Ⓒ本誌掲載記事及び写真の無断転載を禁じます。

Studio-5th NAKAMEGURO（東京）にて
Photo by Godo Keiko

特集担当◉

平田 泰雅

編集委員◉

片岡　厚（編集委員長）

松本 麻子

中澤 昌彦

杉山 真樹

川上 和人

撮影：

P.3〜7　神戸圭子

写真提供：

P.8〜13　iStock / 

Brastock Images

Onfokus   

honglouwawa 

AvigatorPhotographer 

P.4　IISD/ENB | Sean Wu

巻頭◉対談

気候変動と森林を評価する視点
　　田邉 清人 IPCCインベントリータスクフォース共同議長

　　　×
　　橋本 昌司　立地環境研究領域

　　　………………３
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カーボンニュートラルへ向けた
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研究の森から◉
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　　車両系自動走行の未来 ………………14

有水 賢吾（林業工学研究領域）
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森林講座瓦版◉　
土砂災害を引き起こす雨の降り方に隠された共通点 ………………18

經隆 悠（森林防災研究領域）

インフォメーション◉ ………………19

自然探訪◉

田んぼにスギを植えたら土壌はどうなる？………………20

酒井 寿夫（立地環境研究領域）

Hashimoto ShojiTanabe Kiyoto

気候変動と森林を評価する視点
日本における温室効果ガスの排出および吸収についてのインベントリー（目録）づくりに
長年たずさわり、国際機関IPCC（気候変動に関する政府間パネル）でのインベントリー
タスクフォース（国別温室効果ガスの排出/吸収に関する計算手法等の開発を行う部門）の
共同議長を務める田邉清人さんと、
森林土壌の温室効果ガスの動態を研究している橋本昌司主任研究員に、
気候変動と森林を評価する視点をめぐってお話しいただきました。

×田邉 清人
IPCCインベントリータスクフォース共同議長

橋本 昌司
立地環境研究領域主任研究員

巻頭◉対談

QR コードよりご回答ください。はがきやファク

ス、メールでもご意見やご要望を受け付けてい

ます。連絡先を明記の上、右記の広報普及科ま

でお寄せください。

アンケート回答やご意見・ご要望を【2023 年

2 月末】までにお寄せいただいた方の中から抽

選で 5 名の方に粗品を差し上げます。なお抽選

結果は発送をもって代えさせていただきます。

◀アンケートに
　　ご協力ください
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